
 

 

  

 

 

  

 

    

  

【開講の挨拶】 

今日、わが国が直面する課題は、少子高齢化、多文化共生、情報社会、災

害対策、地域生活の活性化など、いずれも日常生活や地域社会と密接に関連

しています。これらの問題に対処するためには、市民が主体的に向き合い、

解決に向けて糸口を見出し、持続的に解決していく力（市民自治力）の向上

が求められます。本セミナーでは、まちづくりに実践的に取り組むお二人の

研究成果を報告し、今後の市民主体の自治と地域社会のデザインの推進につ

ながる実践知へと、皆さまをご案内します。 

＜市民自治力向上とアクション・リサーチ研究班 主幹 松井 修視＞ 
 

日 時：平成 27年 9月 16日(水)13：00～16：10 
会 場：千里山キャンパス 

児島惟謙館 2 階第 2 会議室 
 
 

【テーマと報告者】 

 「機嫌よく暮らす、生き方としてのまちづくり」  

市民自治力向上とアクション・リサーチ研究班研究員 

環境都市工学部准教授 

 

 

「価値観を共有するまちづくり 

〜コミュニティ・オーガナイジングの進め方」 
市民自治力向上とアクション・リサーチ研究班委嘱研究員 

首都大学東京・都市教養学部准教授 
 

 

◆ 対象者  経営者、企業・行政関係者、社会人      

◆ 聴講自由 参加ご希望の方は、当日会場にお越しください。（定員 70 名） 

◆ 連絡先  〒564-8680 吹田市山手町 3 丁目 3 番 35 号 

関西大学研究所事務グループ TEL(06)6368-1179／FAX(06)6339-7721 
http://www.kansai-u.ac.jp/Keiseiken/ 

主 催 関 西大学経 済・政 治研究所 

後 援 大 阪 商 工 会 議 所 

         大 阪 市 工 業 会 連 合 会 

 大 阪 市 産 業 経 営 協 会 
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